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□
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
令
和
４
年
度
地
方

財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正

に
向
け
、
次
の
事
項
を
確
実
に

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望

す
る
。
⑴
令
和
４
年
度
以
降
３

年
間
の
地
方
一
般
財
源
総
額
に

つ
い
て
は
、「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
地
方

財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な

い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確

保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
急

速
な
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障

関
係
経
費
が
毎
年
度
増
大
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の
地

方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ

が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な

総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。
⑵
固

定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め

て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制

度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し

は
家
屋
・
償
却
資
産
を
含
め
、

断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
生
産

性
革
命
の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
と
し
て
講
じ
た
措
置
は
、
本

来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
国

の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
現
行

の
特
例
措
置
は
今
回
限
り
と

し
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確

実
に
終
了
す
る
こ
と
。
⑶
令
和

３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
土

地
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
講
じ
た
、
課
税
標
準
額
を
令

和
２
年
度
と
同
額
と
す
る
負
担

調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。
⑷

令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り

講
じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨
時

的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
延
長
は
断
じ
て
行
わ
な

い
こ
と
。
⑸
炭
素
に
係
る
税
を

◆
三
鷹
市
牟
礼
老
人
保
健
施
設

大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

牟
礼
老
人
保
健
施
設
の
大
規

模
改
修
工
事
に
係
る
請
負
契
約

を
締
結
す
る
も
の
で
、
契
約
の

金
額
は
、
３
億
９
千
270
万
円
、

契
約
の
相
手
方
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
・
入
月
建
設
共
同
企

業
体
で
す
。

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
利
益
剰
余
金
の
処
分

及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
以
上
６
件
の
決
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
を
掲

載

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

契
　
約

人
事
・
そ
の
他

意
見
書
（
要
旨
） 三鷹中央防災公園・元気創造

プラザ総合案内

法
人
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

財
団
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
中
央
防
災
公
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
、
公
益
財
団

法
人
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

財
団
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

貝
ノ
瀨　

滋
氏
（
再
任
）

◆
総
合
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
委
嘱

に
つ
い
て

　

中
村　

一
郎
氏
（
再
任
）

　

片
桐　

朝
美
氏
（
再
任
）

◆
名
誉
市
民
の
推
挙
に
つ
い
て

　

安
田
養
次
郎
氏

　

現
在
の
三
鷹
市
政
の
基
礎
と

な
る
「
高
環
境
」
「
高
福
祉
」

の
ま
ち
づ
く
り
、
「
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
し
進
め

た
安
田
養
次
郎
氏
の
功
績
を
称

え
る
た
め
、
三
鷹
市
の
名
誉
市

民
に
推
挙
す
る
も
の
で
す
。

◆
名
誉
市
民
の
推
挙
に
つ
い
て

　

沼
尻　

竜
典
氏

　

世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て

お
り
、
我
が
国
を
代
表
す
る
音

楽
家
の
沼
尻
竜
典
氏
の
功
績
を

称
え
る
た
め
、
三
鷹
市
の
名
誉

市
民
に
推
挙
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
５
億
５
千
726
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
756
億
51

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
特
定
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
所
管

が
総
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大

臣
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
引
用
す
る
法

律
の
条
項
等
を
改
め
る
と
と
も

に
、
独
自
利
用
事
務
の
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
が

行
う
服
務
の
宣
誓
に
つ
い
て
、

宣
誓
書
の
提
出
を
任
命
権
者
等

の
面
前
で
行
う
こ
と
及
び
宣
誓

書
に
押
印
す
る
こ
と
を
不
要
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
評
価
額
に
関
す
る
審
査

の
申
出
の
手
続
等
に
お
い
て
書

面
へ
の
押
印
を
不
要
と
す
る
も

の
で
す
。

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
千
855
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
757
億
４

千
907
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
８
千
908
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
758
億
３
千
815

万
９
千
円
と
す
る
と
と
も
に
、

債
務
負
担
行
為
の
補
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
令
和
３
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千
54
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
759
億
８

千
870
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

決
　
算

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
三
鷹
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
及
び
三
鷹
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
、
公
益
財
団

法
人
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

財
団
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
新
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

及
び
三
鷹
市
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
、
公
益
財
団

創
設
ま
た
は
拡
充
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税
ま
た

は
地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に

税
源
配
分
す
る
こ
と
。

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
ワ
ク
チ
ン
の
安
心
・
安
全
、

円
滑
な
接
種
の
促
進
を
求
め
る

意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め

る
。
⑴
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
意
義
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
及
び
安
全

性
、
副
反
応
情
報
、
健
康
被
害

が
生
じ
た
場
合
の
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
救
済
制
度
な
ど
、
正

確
か
つ
具
体
的
な
情
報
を
迅
速

か
つ
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と

と
も
に
、
接
種
に
つ
い
て
の
疑

問
や
副
反
応
の
不
安
等
に
つ
い

て
誠
実
に
答
え
る
こ
と
。
若
年

層
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で

い
な
い
現
状
に
鑑
み
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
駆
使
し
た
情
報
発
信
等
の

対
策
に
努
め
る
こ
と
。
⑵
６
月

下
旬
以
降
、
ワ
ク
チ
ン
需
要
に

供
給
量
が
追
い
つ
か
な
く
な

り
、
集
団
接
種
の
中
断
、
予
約

受
付
停
止
が
相
次
ぎ
、
職
域
接

種
も
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

な
ど
、
政
府
の
想
定
の
甘
さ
と

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
の
的
確

な
説
明
の
不
足
が
大
き
な
混
乱

を
も
た
ら
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の

確
実
な
供
給
に
努
め
る
と
と
も

に
、
供
給
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
・
配
分
量
、
日
程
等
を
可
能

な
限
り
早
期
に
具
体
的
に
確
定

さ
せ
る
こ
と
。
予
約
の
取
消
し

等
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
自
治

体
や
企
業
・
団
体
、
医
療
機
関

等
へ
の
支
援
に
万
全
を
期
す
こ

と
。
⑶
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制

確
保
の
た
め
の
財
政
支
援
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
現
場
の
自

治
体
や
医
療
機
関
等
の
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
丁
寧
に
寄
り
添

い
、
国
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
資

源
を
総
動
員
し
た
支
援
策
を
強

化
す
る
こ
と
。
⑷
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス
、

外
国
人
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
希
望
者
が
１
人
も
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
機
会
を
早
期
に
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
見

守
り
と
連
携
し
た
巡
回
接
種
、

訪
問
接
種
等
の
環
境
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
。
⑸
ワ
ク
チ
ン

休
暇
の
導
入
の
支
援
を
は
じ

め
、
国
民
が
安
心
し
て
接
種
で

き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
こ

と
。
⑹
国
民
の
生
命
と
安
全
を

守
る
ワ
ク
チ
ン
を
自
前
で
確
保

す
る
た
め
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
開

発
や
製
造
体
制
強
化
へ
の
支
援

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
力
に
行

う
こ
と
。
⑺
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
同
調
圧
力
が
憂
慮
さ
れ
る

中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
一

方
で
、
接
種
の
有
無
や
接
種
意

思
の
有
無
に
よ
る
誹
謗
中
傷
や

差
別
、
行
動
制
限
、
職
業
上
の

制
限
な
ど
の
不
利
益
が
な
い
よ

う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
や
相
談

体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
い

わ
ゆ
る
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
当
面
海
外
渡
航

用
に
限
る
も
の
と
し
、
社
会

的
・
福
祉
的
サ
ー
ビ
ス
等
が
受

け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
な

ど
が
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を

行
い
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
。

⑻
在
外
邦
人
の
接
種
を
促
進
す

る
た
め
、
一
時
帰
国
接
種
に
加

え
、
現
地
で
の
接
種
を
望
む
声

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
大
使
館

の
医
務
官
に
よ
る
接
種
や
現
地

の
病
院
と
の
提
携
に
よ
る
接
種

を
進
め
る
こ
と
。

□
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
施
策
を
進

め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
命
を

守
る
た
め
に
も
、
国
が
雇
用
や

社
会
保
障
制
度
、
税
金
の
使
い

方
を
見
直
し
、
日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
前
に
進
め
、
希
望

を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
次
の
事
項
を
要

望
す
る
。
⑴
結
婚
し
て
も
自
身

の
名
字
を
自
由
に
選
べ
る
選
択

的
夫
婦
別
姓
制
度
を
取
り
入
れ

る
こ
と
。
⑵
女
性
差
別
撤
廃
条

約
の
選
択
議
定
書
に
批
准
す
る

こ
と
。
⑶
女
性
の
貧
困
や
Ｄ
Ｖ

対
策
な
ど
、
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

施
策
を
強
め
る
こ
と
。
⑷
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
は
じ

め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
制
度
を
つ

く
る
こ
と
。

□
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を

含
む
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
し

な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
が
速
や

か
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

要
請
す
る
。
⑴
悲
惨
な
沖
縄
戦

の
戦
没
者
の
遺
骨
等
が
混
入
し

た
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
し
な

い
こ
と
。
⑵
日
本
で
唯
一
、
住
民

を
巻
き
込
ん
だ
苛
烈
な
地
上
戦

が
あ
っ
た
沖
縄
の
事
情
に
鑑
み

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
、
日
本
政

府
が
主
体
と
な
っ
て
戦
没
者
の

遺
骨
収
集
を
実
施
す
る
こ
と
。

□
玉
川
上
水
の
生
物
多
様
性
を

守
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
東
京
都
に
対

し
、
次
の
事
項
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。
⑴
玉
川
上
水
の

水
路
保
全
・
樹
木
対
策
に
関
し

て
は
、
生
物
多
様
性
を
持
っ
た

適
切
な
生
態
系
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
環
境
へ
の
配
慮
を
す
る
こ

と
。
⑵
作
業
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
事
前
に
そ
の
時
期
、
方
法

等
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
や
自

然
保
護
団
体
等
か
ら
意
見
を
聞

く
場
を
設
け
、
丁
寧
な
対
応
に

努
め
る
こ
と
。

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
定
例
会

可
決
し
た

　
　

議

案

可
決
し
た

　
　

議

案


